
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

12．成果と課題 
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	TextField2: 　今回の実践により､新聞を身近に感じ始めた生徒が増えたことは大きな成果であり､社会科への興味･関心が高まったのも大きな成果である｡普段は疎遠な政治や経済のニュースに関心をもつことこそ､公民的資質の基礎を養うことにつながる｡今後は新聞記事を読み､発表していくだけではなく､その内容に対しての意見表明をもっと活発にし､自ら記事の内容を調べていく力をつけていくことが必要となる｡ただし､限られた授業時数での取り組みとなるので､なお一層の授業計画の工夫が必要となる｡昨年度実践したように他教科との連携は欠かせないものであると実感した｡
	TextField2: ｢わたしたちの生活と経済｣(教科書教材:東京書籍)4時間
	TextField2: 社会　262人



